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【目的】高血圧治療においては、2 剤併用による治療が推奨されており、降圧薬の

合剤が開発され、上市されている。本研究では、苦味を呈する医薬品として報告

されているｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩と、併用する可能性のある医薬品とを組み合わせる

ことによるｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩の苦味抑制効果を評価し、その機序の解明のため、
1H-NMR ｽﾍﾟｸﾄﾙ解析を行った。【方法】降圧薬の組み合わせ 5 種類（ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ

酸塩＋ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝ、ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ﾃﾙﾐｻﾙﾀﾝ、ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ｱﾗｾﾌﾟﾘﾙ、ｱﾑﾛｼﾞ

ﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ﾍﾞﾅｾﾌﾟﾘﾙ塩酸塩、ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ﾋﾄﾞﾛｸﾛﾛﾁｱｼﾞﾄﾞ）に着目し、

それぞれの医薬品原末および医薬品原末の混合液の味を、味認識装置 SA402B（ｲﾝ

ﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｾﾝｻｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社）を用いて評価した。味覚ｾﾝｻで苦味をﾏｽｷﾝｸﾞする可

能性が示唆されたｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝの混合液について、官能試験を行い、

苦味ﾏｽｷﾝｸﾞ効果を評価した。更に、その苦味抑制効果の機序を解明することを目

的とし、ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝの混合物について 1H-NMR ｽﾍﾟｸﾄﾙ解析を行っ

た。【結果および考察】降圧薬の組み合わせ 5 種類の中で、ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩＋ﾊﾞ

ﾙｻﾙﾀﾝの混合液については、ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝの添加量依存的に苦味ｾﾝｻの出力値が低値を示

し、かつ、官能試験においてもﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝの添加量依存的にｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩の苦味

が抑制されたことから、ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝとｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩の 2 種混合によってｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝ

ﾍﾞｼﾙ酸塩の苦味を抑制する可能性が示唆された。1H-NMR ｽﾍﾟｸﾄﾙ解析により、ｱﾑﾛ

ｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩のｱﾐﾉ基に隣接するﾌﾟﾛﾄﾝのｼｸﾞﾅﾙが低磁場ｼﾌﾄし、ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝのｶﾙﾎﾞｷｼ

基に隣接するﾌﾟﾛﾄﾝのｼｸﾞﾅﾙが高磁場ｼﾌﾄした。以上の結果より、ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝﾍﾞｼﾙ酸塩

のｱﾐﾉ基とﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝのｶﾙﾎﾞｷｼ基が静電的相互作用を起こすことによって味覚ｾﾝｻの

苦味ｾﾝｻ膜への吸着が抑制され、苦味抑制効果が生じた可能性が示唆された。 


